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こ
の
た
び
、
統
一
地
方
選
挙
で

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
第
五
代
流
山
市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

重
責
を
全
う
す
る
た
め
に
、
全
力

を
尽
く
し
て
市
政
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
現
在
流
山
市
は
、

財
政
的
に
も
政
策
的
に
も
大
変
難

し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
選

択
肢
の
中
で
も
や
る
気
に
な
れ
ば

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
、

し
っ
か
り
、
じ
っ
く
り
、
市
政
改

革
の
基
礎
を
固
め
、
市
民
の
税
金

を
１
円
ま
で
活
か
す
市
政
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
改
革
を
進
め
て
い
く

中
で
多
く
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま

す
「
市
民
の
た
め
の
市
政
」
と
い

う
モ
ッ
ト
ー
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
応
援
と
、

常
日
頃
か
ら
の
市
政
へ
の
監
視
と

関
心
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

市役所庁舎前の広場を埋めた市職員や市民の歓迎をうけ、初登庁する井崎市長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

流
山
市
長
　
井
崎
　
義
治

井
崎
市
政
ス
タ
ー
ト

新
旧
市
長
の
就
・
退
任
式

平
成
三
年
五
月
に
流
山
市
長
に

初
当
選
し
て
以
来
、
十
二
年
に
わ

た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
間
に
は
、
流
山
市
の
都

市
像
を
大
き
く
変
革
さ
せ
る
よ
う

な
多
く
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
順
調
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
市
長
に
な
り
「
価
値
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
う
え
で

感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
は

市
長
が
采
配
を
振
る
っ
て
出
来
上

が
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
ア
イ
デ
ア
や
活

躍
が
あ
っ
て
こ
そ
す
ば
ら
し
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
流
山
市
は
大
き
く
変
革
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
新
市
長
の
も
と
、

こ
の
発
展
を
確
実
な
も
の
に
さ
れ

ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
二
年

に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
流
山
市
長
　
眉
山
　
俊
光

平
成
三
年
五
月
か
ら
三
期
十
二
年
間
市
政
の
執
行
者
と
し
て
活
躍
し
た
眉
山
俊
光
前
市
長

が
、
五
月
五
日
の
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
。
同
六
日
か
ら
先
の
統
一
地
方
選
挙
で
当
選
し
た

井
崎
義
治
新
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
新
旧
市
長
の
就
・
退
任
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
は
さ
ん
で
、
二
日
に
眉
山
前
市
長
の
退
任
式
、
六
日
に
井
崎
市
長
の
就
任
式

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
井
崎
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

井
崎
新
市
長
の
就
任
式
は
、
六

日
午
前
九
時
三
十
分
に
幕
を
開
け

ま
し
た
。

市
長
が
正
門
前
に
到
着
す
る
と
、

市
消
防
音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
の
音
と
共
に
庁
舎
前
広
場
に
集

ま
っ
た
お
よ
そ
五
百
人
の
職
員
や

市
民
か
ら
一
斉
に
拍
手
が
鳴
り
響

き
ま
し
た
。
初
登
庁
の
市
長
は
花

道
を
通
っ
て
正
面
玄
関
へ
。
各
界

の
代
表
者
な
ど
か
ら
花
束
が
贈
ら

れ
、
両
手
を
高
く
か
ざ
す
と
さ
ら

に
拍
手
が
大
き
く
高
鳴
り
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
は
、
庁
舎
四
階
の

委
員
会
室
で
就
任
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
、
職
員
を
代
表
し
て

鈴
木
総
務
部
長
が
「
都
市
問
題
、

都
市
政
策
な
ど
に
精
通
し
た
高
度

な
知
識
と
判
断
力
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
情
熱
を
十
二
分
に
行

政
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
井
崎
市
長
が
「
成
果
を

出
す
市
政
の
実
現
。
特
に
財
政
破

綻
の
回
避
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ

頼
り
に
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り
、

創
意
工
夫
に
満
ち
た
活
気
の
あ
る

職
場
づ
く
り
。
こ
の
三
つ
を
実
現

し
た
い
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
就
任
後
初

の
訓
辞
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
後

は
、
部
局
長
会
議
や
記
者
会
見
な

ど
市
長
と
し
て
の
日
程
が
び
っ
し

り
。
井
崎
市
政
が
こ
こ
に
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

一
方
、
眉
山
前
市
長
の
退
任
式

は
、
二
日
午
前
十
時
か
ら
同
委
員

会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
職
員
を
代
表
し
て
岡
本
助
役

が
「
市
長
が
築
か
れ
た
十
二
年
間

の
市
政
は
、
流
山
の
歴
史
に
深
く

刻
ま
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築

い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

ご
労
苦
と
功
績
に
対
し
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
」
と
送
別
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
眉
山
前
市

長
が
詩
に
託
し
て
「
市
政
担
当
十

二
年
、
波
濤
収
斂
（
は
と
う
し
ゅ

う
れ
ん
）
し
、
後
継
に
託
す
。
四

季
想
い
を
回
ら
し
感
無
量
。
陽
光

燦
々
と
し
て
山
荘
に
帰
る
」
と
最

後
の
訓
辞
。
こ
の
後
、
五
百
人
の

職
員
や
市
民
が
庁
舎
前
広
場
に
集

ま
り
、
眉
山
前
市
長
を
見
送
り
ま

し
た
。「
螢
の
光
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
中
、
前
市
長
は
、
花
道

を
通
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
と
握
手

を
交
わ
し
な
が
ら
市
役
所
を
後
に

し
ま
し
た
。

市民から贈られた花束を手に市庁舎を後にする眉山前市長

【人口・世帯】〈5月1日現在〉
合計＝ 151,759人 （＋190）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,247人 （＋163）
女 ＝ 76,512人 （＋ 27）
世帯＝ 55,877世帯 （＋291）
【予算】〈5月1日現在〉
一 般 会 計＝39,848,000千円
特別・企業会計＝37,922,675千円

市の人口と予算
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当
選
市
議
　
人
の
顔
ぶ
れ 

32

　
十
五
万
人
市
民
が
選
ん
だ
三
十
二
人
の
市
議
会
議
員
は
、
次
の
と
お
り
（
届
出
順
）。
な
お
、
当
選
者

に
は
、
四
月
三
十
日
、
山
極
孝
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
敬
称
略
〉  

　顔写真横①所属党派②職業③住所 
　※党派名／無＝無所属、公＝公明党、共＝日本共産党、社＝社会民主党、 
　　　　　　自＝自由民主党、民＝民主党 
　　 選挙管理委員会事務局�７１５０－６１００ 問 

関口　和恵（56） 

①
公
・
現
２
②
市
議
会
議
員 

③
西
平
井
四
七
六
│
一
〇 

坂巻　忠志（51） 

①
無
・
現
２
②
幼
稚
園
園
長

③
東
深
井
四
六
一 

高野　とも（50） 

①
共
・
現
４
②
市
議
会
議
員
③

江
戸
川
台
東
二
│
一一
〇
│
二 

森　　亮二（26） 

①
無
・
新
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
研
究

員
③
北
一
三
四
│
一
三
六 

中川　　弘（46） 

①
無
・
新
②
会
社
員
③
加
三

│
六
│
一 

藤井　俊行（42） 

①
民
・
新
②
会
社
員
③
江
戸

川
台
東
三
│
六
│
六 

馬場　征興（63） 

①
自
・
現
５
②
会
社
役
員
③

宮
園
二
│
三
│
一
三 

松野　　豊（33） 

①
無
・
現
２
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

理
事
③
平
和
台
一
│
八
│
七 

日下部信雄（60） 

①
無
・
現
６
②
新
聞
発
行
業

③
長
崎
二
│
五
五
五
│
二
六 

安西　孝之（35） 

①
共
・
新
②
党
市
議
団
事
務
局

③
向
小
金
一
│
四
五
〇
│
三
四 

伊藤　　實（60） 

①
自
・
現
４
②
学
校
法
人
み

の
る
学
園
理
事
長
③
北
三
七 

横須賀　靖（66） 

①
無
・
現
４
②
会
社
役
員
③

前
ケ
崎
六
四
〇 

松尾　澄子（53） 

①
公
・
現
２
②
政
党
役
員
③

東
初
石
一
│
六
七
│
一 

戸部　源房（56） 

①
無
・
現
２
②
農
業
③
野
々

下
一
│
三
五
〇 

高橋ミツ子（56） 

①
社
・
現
４
②
政
党
役
員
③
江

戸
川
台
東
四
│
一一
〇
│
二 

中村　好夫（55） 

①
無
・
現
４
②
建
設
業
③
西

深
井
八
一
七
│
四 

乾　紳一郎（48） 

①
共
・
現
３
②
市
議
会
議
員

③
三
輪
野
山
一
一
九
二
│
二 

北村佳代子（57） 

①
無
・
新
②
主
婦
③
東
深
井

七
六
三
│
二
二 

赤井　耿一（65） 

①
無
・
現
２
②
市
議
会
議
員

③
三
輪
野
山
一
一
二
七 

海老原功一（48） 

①
無
・
新
②
自
営
③
美
原
三

│
五
一 

小田桐　仙（29） 

①
共
・
現
２
②
市
議
会
議
員

③
東
初
石
二
│
八
一
│
九 

青野　　直（65） 

①
無
・
現
２
②
市
議
会
議
員

③
流
山
七
│
五
七
五
│
一 

松本　守郎（67） 

①
無
・
現
３
②
酒
類
販
売
業

③
流
山
一
│
一
五
九 

根本　　守（56） 

①
無
・
現
２
②
会
社
員
③
加

五
│
一
四
九
〇 

前田　祥三（69） 

①
無
・
新
②
無
職
③
鰭
ケ
崎

一
四
九
七
│
三
七 

田中美恵子（69） 

①
社
・
現
２
②
市
議
会
議
員

③
松
ケ
丘
二
│
三
三
六
│
六 

山崎　専司（52） 

①
無
・
新
②
会
社
役
員
③
鰭

ケ
崎
四
│
二 

秋間　 義（47） 

①
公
・
現
４
②
団
体
役
員
③

前
ケ
崎
六
九
四
│
一
六 

伊原　　優（55） 

①
公
・
現
６
②
政
党
役
員
③

平
方
一
二
三
│
四 

菅沼　樹夫（54） 

①
社
・
新
②
会
社
役
員
③
野
々

下
三
│
九
六
四
│
五 

宮田　一成（40） 

①
無
・
新
②
会
社
役
員
③
南

流
山
七
│
一
│
一
四 

田中　人実（50） 

①
公
・
現
５
②
政
党
役
員
③

南
流
山
六
│
五
│
一
三 

統一地方選挙のフィナーレ 

市長・市議会議員選挙終わる 
投票率は54％台に 

（市長選） 投・開票結果 

（市議選） 投・開票結果 

当日有権者数 投票者数 棄権者数 投票率 

男 

女 

計 

投票総数 有効投票数 無効投票数 持ち帰り・その他 

58,926人 

60,504人 

119,430人 

30,235人 

34,367人 

64,602人 

28,691人 

26,137人 

54,828人 

51.31% 

56.80% 

54.09%

64,602票 63,368票 1,234票 0票 

当日有権者数 投票者数 棄権者数 投票率 

男 

女 

計 

投票総数 有効投票数 無効投票数 持ち帰り・その他 

58,926人 

60,504人 

119,430人 

30,227人 

34,359人 

64,586人 

28,699人 

26,145人 

54,844人 

51.30% 

56.79% 

54.08%

64,586票 61,963票 2,623票 0票 

小田桐　仙 

秋間　 義 

森　　亮二 

藤井　俊行 

伊原　　優 

山崎　専司 

田中　人実 

関口　和恵 

高野　とも 

松尾　澄子 

横須賀　靖 

戸部　源房 

松野　　豊 

坂巻　忠志 

北村佳代子 

宮田　一成 

伊藤　　實 

青野　　直 

中村　好夫 

前田　祥三 

中川　　弘 

田中美恵子 

海老原功一 

高橋ミツ子 

安西　孝之 

馬場　征興 

乾　紳一郎 

松本　守郎 

菅沼　樹夫 

根本　　守 

赤井　耿一 

日下部信雄 

三日尻輝昭 

平井　建一 

石野　　健 

松田　浩三 

小野　博行 

椎塚　　保 

松下　英治 

宮本　弘衛 

井崎　義治 

熊田　仁一 

大作　浩志 

無所属 

無所属 

無所属 

34,682票 

21,522票 

5,759票 

日本共産党 

公明党 

無所属 

民主党 

公明党 

無所属 

公明党 

公明党 

日本共産党 

公明党 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

自由民主党 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

社会民主党 

無所属 

社会民主党 

日本共産党 

自由民主党 

日本共産党 

無所属 

社会民主党 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

社会民主党 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

無所属 

現 

現 

新 

新 

現 

新 

現 

現 

現 

現 

現 

現 

現 

現 

新 

新 

現 

現 

現 

新 

新 

現 

新 

現 

新 

現 

現 

現 

新 

現 

現 

現 

現 

現 

新 

新 

元 

現 

新 

新 

3,099 

2,777 

2,692 

2,269 

2,223 

2,162 

2,113.314 

2,079 

2,064 

1,999 

1,822 

1,806 

1,795 

1,721 

1,715 

1,649 

1,611 

1,591 

1,562  

1,483 

1,480 

1,465.685 

1,428 

1,397 

1,392 

1,391 

1,328 

1,272  

1,215 

1,182  

1,160  

1,107 

1,085 

1,054 

1,052 

1,046  

   928 

   905 

   719 

   529

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39

流山北小学校体育館 

流山市役所 

流山小学校体育館 

東谷自治会館 

南流山センター 

鰭ケ崎小学校体育館 

宮園自治会館 

前ケ崎みどり自治会館 

向小金小学校体育館 

向小金田島自治会館 

松ケ丘自治会館 

東幼稚園 

東部中学校体育館 

第３コミュニティホーム 

第１コミュニティホーム 

長崎小学校体育館 

ゆたか四季野自治会館 

駒木青年館 

小山小学校体育館 

駒木台福祉会館 

八木北小学校体育館 

常盤松中学校武道場 

初石公民館 

若葉台自治会館 

江戸川台西自治会館 

江戸川台福祉会館 

江戸川台小学校体育館 

東深井小学校体育館 

東深井駒形神社 

西深井福祉会館 

新川小学校体育館 

江戸川台小田急ハイツ集会室 

東深井中学校体育館 

東初石１丁目自治会館 

赤城福祉会館 

南流山自治会館 

鰭ケ崎団地自治会館 

三輪会館 

東深井福祉会館 

62.82 

60.17 

62.50 

54.65 

42.54  

45.50 

63.92 

49.73 

42.59 

42.26 

51.70 

49.86 

54.65 

61.98 

59.17 

53.87 

51.09 

47.46 

55.60 

48.18 

56.20 

52.00 

49.16 

68.39 

60.62 

62.07 

56.16 

52.99 

52.23 

60.05 

57.47 

58.66 

53.04 

53.45 

57.28 

51.70 

71.29 

58.33 

52.15 

54.08

氏　　名 

氏　　名 党　派 得票数 

（得票順） 

党　派 得票数（票） 現・新 投　票　所 投票率 
当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

当 

市議選候補者別得票数 

（得票順） 市長選候補者別得票数 

（％） 
（市長選結果。市議選もほぼ同率） 

投票所別の投票率 

合　　　　計 

市
民
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
二
十

七
日
、
市
内
三
十
九
カ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
統
一
地

方
選
挙
の
後
半
の
選
挙
は
、
今
後
四
年
間
に
わ
た
り
市
や
市
議
会
の
運
営

を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
選
挙
だ
け
に
市
民
の
関
心
が
高
く
、
各
投
票
所
と
も

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。
眉
山
市
長
の
引

退
に
よ
り
、
新
人
三
人
で
争
わ
れ
た
市
長
選
挙
は
、
三
万
四
千
六
百
八
十

二
票
の
得
票
で
井
崎
義
治
氏
（
四
九
）
が
当
選
。
流
山
市
の
五
代
目
市
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
一
方
、
三
十
二
の
議
席
に
対
し
て
四
十
人
が
立
候
補

し
た
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、別
項
の
と
お
り
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
市

長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
当
日
有

権
者
数
は
、
男
五
万
八
千
九
百
二

十
六
人
、
女
六
万
五
百
四
人
の
合

計
十
一
万
九
千
四
百
三
十
人
。
こ

の
う
ち
投
票
し
た
人
は
、
男
女
合

わ
せ
て
市
長
選
挙
で
六
万
四
千
五

百
八
十
六
人
（
投
票
率
五
四
・
〇

八
％
）、
市
議
会
議
員
選
挙
で
六
万

四
千
六
百
二
人
（
投
票
率
五
四
・

〇
九
％
）
で
し
た
。
こ
れ
は
、
前

回
（
市
長
選
五
七
・
三
二
％
、
市

議
選
五
七
・
三
一
％
）
よ
り
も
約

三
ポ
イ
ン
ト
低
い
投
票
率
と
な
り

ま
し
た
。
無
所
属
の
新
人
三
人
で

争
わ
れ
た
市
長
選
挙
は
、
井
崎
氏

が
初
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
定
数
三
十
二
議
席
に
対
し
、

現
職
二
十
五
人
、
元
職
一
人
、
新

人
十
四
人
の
合
わ
せ
て
四
十
人
が

立
候
補
し
て
行
わ
れ
た
市
議
会
議

員
選
挙
で
は
、
現
職
二
十
二
人
、

新
人
十
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
政

党
別
で
は
、
無
所
属
十
七
人
、
公

明
党
五
人
、
日
本
共
産
党
四
人
、

社
会
民
主
党
三
人
、
自
由
民
主
党

二
人
、
民
主
党
一
人
。
今
回
当
選

し
た
市
議
会
議
員
の
平
均
年
齢
は

前
回
よ
り
お
よ
そ
二
歳
若
い
五

二
・
五
歳
。
女
性
議
員
の
数
は
、

前
回
と
同
様
の
六
人
に
な
り
ま
し

た
。

新
市
長
に
井
崎
氏

市
議
会
議
員
32
議
席
も
決
定
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昨年の江戸川クリーン大作戦

み
ん
な
の
ち
か
ら
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
！

ゴ

ミ

ゼ

ロ

運

動

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

6
月
1
日
を
中
心
に
展
開

「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
す
っ
か
り
定

着
し
た
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
（
地
域

の
一
日
清
掃
）」
が
、
六
月
一
日
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」（
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実

行
委
員
会
主
催
）
も
同
日
に
展
開

さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
会
な
ど
を
経
由
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
】

道
路
や
空
き
地
の
散
乱
ご
み
の

収
集
な
ど
を
自
治
会
単
位
で
行
い

ま
す
。
当
日
は
、
①
家
庭
ご
み
の

持
ち
出
し
を
し
な
い
②
分
別
方
法

は
、
市
が
配
布
す
る
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
専
用
の
袋
を
使
用
し
、
下
表
の

と
お
り
分
別
す
る
※
有
害
・
危
険

ご
み
用
の
袋
は
配
布
し
ま
せ
ん
の

で
、
参
加
者
は
レ
ジ
袋
等
、
マ
ジ

ッ
ク
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
③
ご

み
は
、
自
治
会
ご
と
の
臨
時
集
積

場
所
に
集
め
る

│
な
ど
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
】

運
河
水
辺
公
園
、
利
根
運
河
江

戸
川
出
口
、
富
士
橋
、
江
戸
川
河

川
敷
野
球
場
の
四
会
場
を
拠
点
に
、

江
戸
川
河
川
敷
等
を
広
範
囲
に
一

時
間
程
度
の
清
掃
（
ご
み
の
分
別

方
法
は
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
同
じ

で
す
）
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
と
し
は
、
江
戸
川
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
の
実
施
本
部
を
江

戸
川
河
川
敷
野
球
場
に
設
置
し
、

河
川
事
業
や
河
川
環
境
の
パ
ネ
ル

展
も
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
６
月
１
日
�
（
雨
天

中
止
）
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
①

運
河
水
辺
公
園
②
利
根
運
河
江
戸

川
出
口
③
富
士
橋
④
江
戸
川
河
川

敷
野
球
場
／
い
ず
れ
も
９
時
▽
持

ち
物
＝
マ
ジ
ッ
ク
、
レ
ジ
袋
等

（
有
害
・
危
険
ご
み
用
と
し
て
使
用

し
ま
す
）
※
10
人
以
上
の
団
体
が

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
環
境
保
全
課
ま
で
連
絡
を

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
３

在宅医療廃棄物の出し方について
市では在宅医療の観点から、患者さん等からの要望が多かった医療廃棄物（自
己腹膜透析用等のプラスチック類）の排出方法を次のとおりとしました。
①針を取り除く。
②ビニールバッグの中身を空にする。
③チューブを折りたたみ、セロハンテープ等で止める。
④袋に密封し、市指定の可燃袋に入れ、「燃やすごみ」として集積所に出す。
※①で取り除いた針は、掛かりつけの病院にご相談ください
□問清掃事務所�７１５４－５５０１

五
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
の
一
週
間
は
、
春
季
行
政
相
談

強
調
週
間
で
す
。

市
役
所
市
民
相
談
室
で
は
、「
悩

み
ご
と
『
人
権
・
行
政
』
相
談
」

の
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。
相
談

に
応
じ
る
の
は
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
で

す
。
行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
や
相

談
、
個
人
的
な
悩
み
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
は
、
市
民
相
談
室
の
ほ
か
、

各
相
談
委
員
の
自
宅
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
電
話
相
談
も
可
）。

※
市
民
相
談
室
で
の
相
談
日
は

問
い
合
わ
せ
を

▽
行
政
相
談
委
員
＝
松
本
悦

子（
野
々
下
３
―
９
３
１
�
７
１
４

４
―

２
７
１
０
）／
洞
下
登（
鰭
ケ
崎

４
３
３
�
７
１
５
９
―

６
２
８
５
）

□問
市
民
相
談
室
�
７
１
５
８
―

１
６
１
６

こ
と
し
、
新
築
や
増
改

築
が
完
了
し
た
家
屋
を
中

心
に
家
屋
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
基

礎
と
な
る
家
屋
（
住
宅
や

店
舗
、
工
場
、
物
置
、
車

庫
な
ど
）
の
評
価
額
を
算

定
す
る
た
め
、
家
屋
の
構

造
や
各
部
分
（
屋
根
、
基

礎
、
柱
、
内
外
壁
な
ど
）

の
使
用
材
料
と
仕
上
げ
状

況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で

す
。な

お
、
新
築
住
宅
に
は
、

税
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま

す
。
減
額
と
な
る
の
は
、
居

住
部
分
（
併
用
住
宅
は
居
住

部
分
が
二
分
の
一
以
上
）
の

床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト

ル
（
一
戸
建
以
外
の
賃
家
住

宅
は
、
三
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
）
以
上
二
百
八
十
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
場
合
で
、
期

間
は
新
築
後
三
年
間
ま
た
は

五
年
間
で
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
調
査
の
時
に
調

査
員
に
告
げ
る
か
、「
家
屋
滅

失
届
」
を
資
産
税
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
４

5 月 19 日 ～ 25 日
春季行政相談強調週間

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

家
屋
調
査
を
市
内
全
域
で
実
施
中

至野田 

至
南
流
山 

ガレージ 
セール会場 

流山8丁目 
交差点 

JR武蔵野線 至松戸 

至三郷 

県道松戸野田線 

江
戸
川 

案 内 図
毎
回
好
評
の
「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー

ル
」
を
、
五
月
二
十
四
日
に
江
戸

川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
多
目
的
広

場
で
開
催
し
ま
す
。

市
民
に
よ
る
出
店
数
は
二
百
店

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
持
ち
寄
ら

れ
る
品
物
は
、
衣
類
、
書
籍
、
お

も
ち
ゃ
、
食
器
、
電
化
製
品
な
ど

掘
り
出
し
物
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」
は
、

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有
効
利
用

を
目
的
に
開
か
れ
て
お
り
、
市
民

に
お
な
じ
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
５
月
24
日
�
９
時
〜

14
時
※
雨
天
の
場
合
は
５
月
31
日

�
に
順
延
▽
場
所
＝
江
戸
川
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
多
目
的
広
場
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
７
１

５
７
―

８
２
５
０

好
評
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

５
月
24
日
に
江
戸
川
河
川
敷
で

市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ

館
で
は
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
啓

発
事
業
の
一
環
と
し
て
「
リ
サ
イ
ク

ル
洋
服
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
着

物
地
で
洋
服
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。▽

日
程
＝
６
月
〜
12
月
の
毎
月
第

１
・
３
水
曜
（
８
月
を
除
く
）、
平
成

16
年
１
月
14
日
�
（
全
13
回
）
▽
時

間
＝
い
ず
れ
も
13
時
〜
16
時
▽
場

所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
（
全
回
出

席
で
き
る
方
）
／
20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
プ
ラ
ザ

館
内
）
へ
※
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
、
京
成
バ
ス
（
中
花

輪
バ
ス
停
）
下
車
徒
歩
５
分
で
す

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
７
１
５

７
―

８
２
５
０

リサイクル洋服教室の参加者を募集
～着物地で洋服を作ってみませんか～

昭
和
四
十
三
年
五
月
に
「
消
費
者
保

護
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
五
月
を
「
消
費
者
月
間
」
と
定

め
、
全
国
各
地
で
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五
月

二
十
八
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
消
費
生

活
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

最
近
多
発
し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
狙
っ
た
高
額
工
事
契
約
や
、

利
用
の
覚
え
が
な
い
有
料
ダ
イ
ヤ
ル
情

報
料
の
請
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

参
考
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
５
月
28
日
�
〜
６
月
３
日

�
▽
時
間
＝
10
時
〜
16
時
（
最
終
日
は

15
時
ま
で
）
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
流
山
店
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ

ー
※
５
月
29
日
�
・
30
日
�
の
10
時
30

分
〜
15
時
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）
に
、

「
百
グ
ラ
ム
重
さ
当
て
ゲ
ー
ム
」
な
ど
も

実
施
し
ま
す

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

の
豊
か
で
安
全
な
消
費
生
活
の
た
め
に
、

悪
質
商
法
・
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
時
間
＝
毎
週
月
〜
金
曜
９
時

〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

□問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

８
―

０
９
９
９

県
で
は
、「
消
費
者
月
間
」
事
業
の
一

環
と
し
て
、
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
千

葉
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
６
月
６
日
�
13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
千
葉
県
教
育
会
館
（
千
葉
市
）

▽
定
員
＝
５
０
０
人
（
多
数
抽
選
）
▽

内
容
＝
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
暮
ら

し
と
ル
ー
ル
〜
よ
り
よ
い
消
費
生
活
を

め
ざ
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
村
千
鶴
子

さ
ん
（
弁
護
士
）
に
よ
る
講
演
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
５
月
27
日
ま
で
に
電
話
で
県
庁
県

民
生
活
課
へ

□問
県
庁
県
民
生
活
課
�
０
４
３
―

２

２
３
―

２
２
９
６

六
年
に
わ
た
り
、
本
市
行
政
を

担
っ
て
き
た
岡
本
忠
也
助
役
が
五

月
五
日
に
退
任
し
ま
し
た
。
岡
本

助
役
は
、
市
農
業
委
員
会
委
員
、

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
理
事
な
ど
を
歴

任
。
平
成
九
年
四
月
二
十
四
日
に

本
市
の
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
元
市
職
員
で
総
務
部
長

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
十
三
年
七

月
一
日
か
ら
収
入
役
に
就
任
し
た

関
口
一
収
入
役
お
よ
び
西
初
石
中

学
校
校
長
、
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成

十
年
五
月
一
日
か
ら
教
育
長
に
就

任
し
た
川
瀬
宣
行
教
育
長
が
、
同

日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

5/28～6/3

見
抜
く
、
断
る
！
悪
質
商
法

消
費
生
活
パ
ネ
ル
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開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

消
費
生
活
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
千
葉

岡
本
助
役
、
関
口
収
入
役
、

川
瀬
教
育
長
が
退
任
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有害・危険ごみ 
排　　土 



「
茶
話
さ

わ

や
か
広
間
」
が
江
戸
川
台
に
オ
ー
プ
ン

車両が一般公開される

平成15年 5月15日（木曜日） （４）

平
成
十
七
年
秋
の
開
業
に
向
け

て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
鉄

道
工
事
が
着
々
と
進
む
中
、
試
験

走
行
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
特
別

に
四
月
二
十
九
日
に
車
両
も
一
般

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

車
両
の
外
観
は
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
特
色
で
あ
る
「
速
い

鉄
道
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ス
ピ

ー
ド
感
の
あ
る
シ
ャ
ー
プ
な
先
頭

デ
ザ
イ
ン
と
し
、
鉄
道
と
沿
線
地

域
を
一
体
化
し
た
「
進
化
す
る
鉄

道
・
進
化
す
る
街
」
に
ふ
さ
わ
し

い
ス
マ
ー
ト
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。

客
室
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

配
慮
に
加
え
、
開
放
感
の
あ
る
洗

練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
明
る
く
清
潔
感
の
あ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

車両が一般公開される
スピード感のあるスマートなデザイン　バリアフリー化された車内

地下も走行するため、
正面貫通扉があります上

一般席と色を変え、背もたれには
「優先席」のマークを表示

車いすを固定するベルトを車内に設
置

出入り口が分かりやすいように車両
内のドア床下を色別

「
何
か
に
つ
け
て
ス
ト
レ
ス
の

多
い
世
の
中
。
ふ
れ
あ
う
こ
と
で

息
抜
き
し
ま
せ
ん
か
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
は
、

五
月
一
日
に
「
茶
話
や
か
広
間
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
お
し
ゃ

べ
り
や
お
茶
す
る
中
で
、
ス
ト
レ

ス
解
消
や
情
報
交
換
が
で
き
れ
ば

…
」
と
皆
さ
ん
の
利
用
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
で
利
用
者
の

お
世
話
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
利
用
日
時
＝
月
〜
金
曜
10
時

〜
16
時
▽
場
所
＝
江
戸
川
台
郵
便

局
前
（
市
役
所
江
戸
川
台
出
張
所

隣
）
▽
対
象
＝
ふ
れ
あ
い
を
望
む

方
、
ど
な
た
で
も
（
高
齢
の
方
、

介
護
し
て
い
る
方
、
障
害
を
持
つ

方
、
子
育
て
マ
マ
な
ど
）
▽
利
用

料
＝
１
回
２
０
０
円

※
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、
ト
ラ

五月晴れの下で行われた式典

ン
プ
、
書
籍
な
ど
も
用
意
さ
れ
、

福
祉
作
業
所
「
南
天
の
木
」
が
出

店
す
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
広
間
で
活
用
で
き
る
物

品
を
寄
付
で
き
る
方
は
ご
連
絡
を

□問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
ユ
ー
・
ア

イ
ネ
ッ
ト
�
７
１
５
３
―

３
９
１
１

が
ん
ば
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

第
五
十
四
回
流
山
市
民
芸
術
劇

場
の
公
演
を
、
七
月
二
十
七
日
に

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
落
語
家
の
桂
米
丸
さ

ん
と
林
家
木
久
蔵
さ
ん
を
招
き

「
落
語
二
人
会
」
を
行
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
両
師
匠
の
熱

演
を
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
橘
流
寄
席
文
字

家
元
「
集
古
庵
　
橘
武
志
」
さ
ん

に
よ
る
資
料
の
展
示
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
27
日
�
15
時
30

分
（
開
演
）〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館

▽
入
場
料
＝
Ｓ
席
…
３
０
０
０

円
／
Ａ
席
…
２
５
０
０
円
／
Ｂ
席

…
２
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）
▽

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
＝
文
化
会

館
・
各
公
民
館
・
南
流
山
セ
ン
タ

ー
（
月
曜
を
除
く
９
時
〜
16
時
）、

イ
ト
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ（
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山
店
内
）、
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
※
６
月
１
日
か
ら
販
売

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

桂米丸さん

林家木久蔵さん披露

7/
27

桂米丸さんと林家木久蔵さんを迎え 
「落語二人会」を開催 

― チケット発売は6月1日から ― 

　
　第

5 4回市民芸術劇
場

市
民
参
加
に
よ
る
音
楽
の
祭
典

ど
の
十
五
団
体
が
出
演
す
る
予
定

で
す
。

お
気
軽
に
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
５
月
18
日
�
12
時
30

分（
開
場
）〜
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
出
演
＝

①
麗
弦
会
②
グ
ル
ー
プ
こ
と
③
流

山
茜
太
鼓
④
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
レ
ン
ト
⑤
チ
ャ
ッ
テ
ィ
ー
マ

マ
・
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
⑥

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

花
音

ー
ド
⑬
混
声
合
唱
団
フ
ォ
ン
テ
⑭

ク
リ
ス
タ
ル
エ
コ
ー
⑮
コ
ー
ル
・
萌

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

市民参加による音楽の祭典
「第14回市民音楽祭」を開催
5月18日に文化会館で

問い合わせ
都市計画課�７１５０－６０８７

「
茶
話
さ

わ

や
か
広
間
」
が
江
戸
川
台
に
オ
ー
プ
ン

！



（５） 第１０４２号

新
緑
の
き
れ
い
な
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
森
林
浴
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

市
内
に
は
、
市
街
地
な
ど
に

あ
る
樹
林
を
保
全
・
活
用
す
る

た
め
の
「
市
民
の
森
」
が
二
十

カ
所
、
約
十
三
･
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
り
ま
す
。

市
内
の
山
林
の
多
く
は
民
有

地
で
あ
り
、
都
市
化
の
進
展
や

土
地
利
用
の
変
換
な
ど
に
よ
り

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
樹
林
を
保
全
す
る
た
め
に

そ
の
す
べ
て
を
市
で
買
い
取
る

の
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市

で
は
、
保
全
の
一
方
策
と
し
て

市
街
地
の
樹
林
な
ど
を
地
主
さ

ん
か
ら
借
り
て
、
遊
歩
道
や
ベ

ン
チ
な
ど
を
整
備
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

緑
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
中
、
い
つ
も
の
散

歩
コ
ー
ス
か
ら
ち
ょ
っ
と
足
を

延
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

※
市
民
の
森
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

日ごろの成果を披露

市
民
参
加
に
よ
る
音
楽
の
祭
典

「
第
14
回
流
山
市
民
音
楽
祭
」
を
、

五
月
十
八
日
に
文
化
会
館
で
開
催

し
ま
す
。

こ
の
音
楽
祭
に
は
、
邦
楽
や
器

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
コ
ー
ラ
ス
な

マ

リ
コ

ダ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
⑥

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

花
音

（
カ
ノ
ン
）⑦
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ー
チ
ェ
⑧
音
楽
を
楽
し
む
会

⑨
コ
ー
ラ
ス
”彩“
⑩
流
山
童
謡
を

歌
う
会
⑪
美
し
が
丘
女
声
合
唱

団
＆
コ
ー
ル
・
レ
イ
ン
ボ
ー
⑫
ル
シ

八
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

を
二
十
本
以
上
保
と
う

―
と
、

県
で
は
８
０
２
０
運
動
を
進
め
る

た
め
に
、「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
」、「
高
齢
者
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
出
場
者
と

「
標
語
」、「
作
文
」
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

【
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
】▽

対
象
＝
平
成
14
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に

３
歳
児
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し

た
市
内
在
住
の
幼
児
と
そ
の
母
親

▽
１
次
審
査
＝
６
月
６
日
�
▽
申

し
込
み
＝
５
月
30
日
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
】▽

対
象
＝
４
月
１
日
現
在
80
歳

以
上
の
市
内
在
住
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
持
つ
方
（
さ
し
歯
、
か

ぶ
せ
た
歯
も
可
）
▽
１
次
審
査
＝

６
月
６
日
�
▽
申
し
込
み
＝
５
月

30
日
ま
で
に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ【

標
　
語
】

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
▽
作
品
＝
歯
科
疾
患

（
む
し
歯
お
よ
び
歯
周
病
）
の
予
防

に
関
す
る
も
の
▽
応
募
方
法
＝
官

製
ハ
ガ
キ
に
作
品
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
６
月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―

０
１
２
１
流
山
市
西

初
石
４
―

１
４
３
３
―

１
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

【
作
　
文
】

▽
対
象
＝
20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
▽
作
品
＝

歯
科
疾
患
（
む
し
歯
お
よ
び
歯
周

病
）
の
予
防
に
関
す
る
も
の
（
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内

縦
書
き
、
未
発
表
の
自
作
品
に
限

る
）
▽
応
募
方
法
＝
作
品
の
題
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月

６
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
２
１
流
山
市
西
初
石
４
―

１

４
３
３
―

１
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

8020運動

地域での健康づくりのパイプ役として活動する「健康づくり
推進員」の委嘱式が、4月30日に行われました。今回委嘱された
のは50人の皆さんです。
国でも、一人ひとりの国民が、主体的に取り組める健康づく
り運動を総合的に推進するため「健康日本21」を策定し、健康
づくりに取り組んでいます。
健康づくり推進員は、各地区を担当し地区栄養講座やウオ―
キングなど、健康づくりを地域の皆さんと一緒に進めていきま
す。
また、健康づくり推進員の広報「さわやか流山21」には、日
ごろの活動内容などが掲載されていますので、ぜひ、ご覧くだ
さい（保健センター、各公民館などに置いてあります）。
□問 保健センター�７１５４－０３３１

������������������������������
������������������������������
������������������������������
������������������������������
�����������������������������

地域での健康づくりのパイプ役「健康づくり推進員」 
～委嘱されたのは50人の皆さん～ 

身
近
な
と
こ
ろ
で
森
林
浴
を 

「
市
民
の
森
」
は
緑
で
い
っ
ぱ
い 

西
初
石
ふ
れ
あ
い
の
森
（
地
図
�
）

愛
宕
ふ
れ
あ
い
の
森
（
地
図
�
）

市総合運動公園（地図�）

東部近隣公園（地図�）

�市総合運動公園
各種のスポーツ施設がある市の代表
的な公園。園内にはいろとりどりのト
ーテムポールが立つ広々としたピクニ
ック広場がある
�東深井地区公園
園内には古墳群があり、隣接した森
の図書館の利用と併せて林内の散策が
楽しめる
�三輪野山近隣公園
冒険広場と見晴らし広場がある整備
中の公園。また、高台にあるので見晴
らしがよい
�南流山中央公園
市街地の中のオアシス的な公園で、
運動広場は各年代にわたって利用され
ている
�東部近隣公園
園内には、子どもたちに人気の木製
遊具がある

1

A

2
3

4

5

679

南流山駅 

鰭ケ崎駅 

平和台駅 

流山駅 

豊四季駅 

初石駅 

つくば
エクス

プレス
 

江戸川台駅 

運河駅 

流山IC

10

11
121314

15

16
17

18 19
20

B

C

D

8

E

市民の森
�西深井散策の森　�運河散策の森　�東深井散策の森
�愛宕ふれあいの森　�中野久木散策の森　�駒木ふる
さとの森　�冒険の森　�西初石ふれあいの森　	西初
石小鳥の森　
三輪野山散策の森　�長崎散策の森　�
野々下ふれあいの森　
長崎いこいの森　�長崎ふれあ
いの森　�芝崎小鳥の森　�松ケ丘２号散策の森　�松
ケ丘３号散策の森　�前ケ崎散策の森　�向小金ふるさ
との森　�向小金散策の森

薫風渡る公園へ行こう！
主な公園紹介

流山市ふるさと緑の基金に協力を！
市では、市民や団体などと一体となって緑化

を推進する「流山市ふるさと緑の基金」を設け

ています。皆さんから寄せられた寄付と市から

の拠出金で運営され、公園の整備や緑化啓発

事業などの経費に当てられますので、ご協力

をお願いします。なお、寄付の申し込みは、公

園緑地課で随時受け付けています。

□問公園緑地課�７１５０－６０９２

緑の募金運動を展開中　
新緑のシーズンに合わせ、�千葉県緑化

推進委員会では、県内一斉に緑の募金運動

を実施しています。皆さんから寄せられた

募金は学校などの公共施設の緑化などに役

立てられます。募金箱は市役所、各公民館、

各出張所に5月29日まで設置してありますの

で、ご協力をお願いします。

□問�千葉県緑化推進委員会�０４３８－
６０－１５２１

第2回姉妹都市交流パークゴルフツアー申し込み好評受け付け中。
5月26日までに申し込みを問□コミュニティ課�７１５０－６０７６

問い合わせ
公園緑地課�７１５０－６０９２
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★
骨
こ
つ
ア
ッ
プ
教
室
（
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
）

▽
日
時
＝
①
５
月
28
日
�
10
時

〜
15
時
②
５
月
30
日
�
10
時
〜
12

時
▽
場
所
＝
①
保
健
セ
ン
タ
ー
②

市
民
総
合
体
育
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
方
／
30
人
（
先

着
順
）
▽
内
容
＝
①
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
や
調
理

実
習
、
歯
の
話
な
ど
②
運
動
実
技

な
ど
▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
程
度

（
調
理
実
習
材
料
費
）
▽
持
ち
物
＝

①
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
②
運
動
し
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

★
古
文
書
解
読
講
座（
入
門
編
）

▽
期
日
＝
６
月
７
日
・
21
日
、

７
月
５
日
・
19
日
、
８
月
２
日
・

16
日
の
土
曜(

全
６
回)

▽
時
間
＝
い

ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16
時
▽
場

所
＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
（
古
文
書
初
心
者
）
／

50
人
（
先
着
順
）
▽
受
講
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
市
立
博

物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
子
育
て
講
座

▽
日
時
＝
５
月
22
日
�
10
時
30

分
〜
12
時
▽
場
所
＝
流
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
定
員
＝
40
人

（
先
着
順
）
▽
テ
ー
マ
＝
「
こ
と
ば

を
育
て
る
環
境
と
は
」
〜
こ
と
ば

が
　
育
つ
と
い
う
こ
と
は
〜
▽
講

師
＝
越
名
康
子
さ
ん
（「
幼
児
こ
と

ば
の
相
談
室
」
言
語
聴
覚
士
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か

る
が
も
」
へ
※
保
育
（
20
人
）
あ

り
、
要
予
約

□問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か

る
が
も
」
�
７
１
５
９
―

２
８
１

３
★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

▽
講
座
名
／
日
程
＝
①
パ
ソ
コ

ン
入
門
講
座
／
６
月
５
日
・
６
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
②
パ
ソ
コ

ン
入
門
講
座
／
６
月
７
日
・
８
日

10
時
〜
12
時
③
ワ
ー
ド
初
級
講

座
／
６
月
12
日
〜
14
日
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
④
メ
ー
ル
入
門
講

座
／
６
月
19
日
〜
21
日
10
時
〜
12

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝

各
18
人
（
多
数
抽
選
）
▽
費
用
＝

各
１
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望

講
座
名
（
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
）、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏

名
を
記
入
）
し
、
５
月
22
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７

６
流
山
市
加
一
丁
目
１
６
―
２
流

山
市
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

▽
期
日
＝
７
月
４
日
�
▽
時

間
／
対
象
＝
①
９
時
20
分
〜
12
時

50
分
／
給
油
取
扱
所
②
13
時
10
分

〜
16
時
40
分
／
そ
の
他
の
事
業
所

▽
場
所
＝
野
田
市
文
化
会
館
▽
受

講
料
＝
４
７
０
０
円
（
県
収
入
証

紙
）
▽
申
し
込
み
＝
所
定
の
用
紙

（
予
防
消
防
課
、
各
分
署
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
２

日
〜
６
日
に
予
防
消
防
課
へ

□問
予
防
消
防
課
�
７
１
５
８
―

０
１
１
９

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す
パ

ソ
コ
ン
講
座

▽
日
程
＝
６
月
４
日
〜
27
日

（
土
・
日
曜
を
除
く
全
18
回
）
▽
時

間
＝
９
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
富
士

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
（
Ｊ
Ｒ

北
小
金
駅
南
口
）
▽
対
象
／
定

員
＝
お
お
む
ね
60
〜
65
歳
で
就
職

を
希
望
し
、
総
務
・
経
理
の
実
務

経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方
／
24
人
（
多
数

抽
選
）
▽
内
容
＝
総
務
・
経
理
に

生
か
せ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
▽
費

用
＝
約
１
７
０
０
円
（
教
材
費
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す
パ
ソ

コ
ン
講
座
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記

（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名
を
記
入
）

し
、
５
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
１
４
流
山
市
東

初
石
３
―
１
０
３
―
１
流
山
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

□問
流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
６
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
Ⅰ

▽
日
時
＝
５
月
22
日
�
10
時
〜

15
時
30
分
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
／
50
人

（
先
着
順
）
▽
テ
ー
マ
＝
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
は
？
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
よ
う
▽
講
師
＝
石
井
泰
代
さ
ん

（
全
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
５
月
21
日
ま
で
に

電
話
で
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

□問
同
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
９
―

４
９
３
９

★
臨
時
職
員
（
保
健
師
、
看
護

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
助
産
師
）

の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
各
種
健(

検)

診
、

教
育
、
相
談
事
業
等
▽
勤
務
地
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
応
募
資
格
＝
各

資
格
を
持
つ
方
▽
募
集
人
員
＝
若

干
名
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

学
童
保
育
所
の
指
導
員
の
募
集

▽
場
所
＝
①
た
け
の
子
ル
ー
ム

（
向
小
金
）
②
た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ

ブ
（
西
深
井
）
▽
内
容
＝
①
東
小

学
校
・
向
小
金
小
学
校
１
〜
３
年

生
の
放
課
後
保
育
②
西
深
井
小
学

校
１
〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育

□問
た
け
の
子
ル
ー
ム
�
７
１
７

３
―

９
３
１
３
／
た
ん
ぽ
ぽ
学
童

ク
ラ
ブ
�
７
１
５
５
―

３
６
３
６

自
衛
官
の
募
集

▽
募
集
種
目
／
応
募
資
格
＝
一

般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
／
い
ず
れ
も
日

本
国
籍
を
有
し
、
18
歳
以
上
27
歳

未
満
（
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
）

の
者
▽
受
付
期
間
＝
随
時
※
試
験

日
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
�
７

１
６
３
―

６
８
８
４

★
森
の
図
書
館
・
夢
コ
ン
サ
ー

ト
▽
日
時
＝
６
月
１
日
�
13
時
30

分
（
開
場
）
〜
▽
場
所
＝
森
の
図

書
館
▽
定
員
＝
80
人
（
先
着
順
）

▽
テ
ー
マ
＝
千
葉
に
ゆ
か
り
の
あ

る
曲
▽
曲
目
＝
月
の
砂
漠
、
お
ぼ

ろ
月
夜
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー

ほ
か
▽
出
演
＝
熊
谷
道
子
さ
ん
、

岸
本
伸
子
さ
ん
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
５
月
23
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
内

容
＝
人
形
劇
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と

て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」
ほ
か
▽
出
演
＝

人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
／
場
所
＝
①
５
月
17
日

�
10
時
〜
15
時
／
十
太
夫
福
祉
会

館
②
５
月
18
日
�
10
時
〜
15
時
／

思
井
福
祉
会
館
▽
内
容
＝
福
祉
会

館
利
用
者
や
地
域
の
参
加
者
に
よ

る
踊
り
や
歌
な
ど
の
発
表

□問
十
太
夫
福
祉
会
館
�
７
１
５

４
―

５
２
５
４
／
思
井
福
祉
会
館

�
７
１
５
９
―

５
６
６
６

★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

そ
の
他

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

第181回 

今月は30日に 
▽日時＝５月30日�12時15分～▽場所＝市役所市民ギ
ャラリー▽テーマ＝第12回新人演奏会～羽ばたけ、遥か
なる大空へ～▽曲目＝最後の歌（トスティ）、２つの伝
説より第２曲（リスト）、エチュード「木枯し」（ショパ
ン）、喜びの島（ドビュッシー）、出船（杉山長谷夫）ほ
か▽出演＝杉山泰三（テノール）、遠藤佑三子・藤田尚・
鈴木千帆（ピアノ）、古城利史（バリトン）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

▽日時＝５月16日�９時30分～13時

▽場所＝流山運転免許センター▽献血

のできる方＝16歳～69歳の健康な方

（ただし、65歳以上の方は60歳から64歳

までに献血経験がある方）

※献血手帳がある方は持参

□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

自動車税の納期限は６月２日です。平日の昼間、金
融機関等の窓口を利用できない方のために夜間・休日
納税窓口を開設しますのでご利用ください。
▽納税窓口開設日時＝①夜間…５月29日�・30日�
20時まで②休日…５月31日�、６月１日�９時～17時
▽開設場所＝各支庁税務課、各県税事務所、自動車税
事務所(支所を除く)
□問東葛飾支庁税務課�０４７－３６１－２１１２

「自動車税の夜間・休日納税窓口」を開設

水道メーターを交換
各家庭に設置されている水道メーターのうち、
検定期間が満了するもの（設置後８年経過の水道
メーター）の交換を行います。
交換対象となる家庭に市指定の水道工事店が訪
問し、交換工事を行います。期間は５月16日から
12月26日までで、費用は無料です。
なお、交換対象となる家庭には、５月８日に

「水道メーター器交換のお知らせハガキ」を送付
しています。
□問水道局業務課�７１５９－５３１１

あ
っ
、 

危
な
い 

！ 

道
路
に

道
路
に 

は
み
出
た

は
み
出
た 

枝
葉
・
生
け
垣

枝
葉
・
生
け
垣 

迷
惑
で
す

迷
惑
で
す 

！ 

道
路
に

道
路
に 

は
み
出
た

は
み
出
た 

枝
葉
・
生
け
垣

枝
葉
・
生
け
垣 

迷
惑
で
す

迷
惑
で
す 

！ 

道
路
に 

は
み
出
た 

枝
葉
・
生
け
垣 

迷
惑
で
す 

！ 

□問道路管理課�７１５０－６０９３

相馬ユートピア夏休み予約受付中！利用日の６カ月前の１日か
ら予約を承っています□問コミュニティ課�７１５０－６０７６

相馬野馬追い観戦ツアー 
バスで行く相馬ユートピア 

・ 特典１　相馬特選おみやげ付き 
・ 特典２　夕食時ビール１本またはジュース２本付き 

市
　
民 

市
　
外 

60歳以上 

60歳未満 

中学生以下 

 

 

大人 

中学生以下 

 

23,500円 
24,000円 
22,500円 
 

25,000円 

23,000円 

日 　 　 程  
コ ー ス  
【１日目】 

 
 

【２日目】 
 

定 　 　 員  
 
 
締 め 切 り  
企 　 　 画  
後 　 　 援  
主 　 　 催  

申 し 込 み  
問い合わせ 

平成15年７月23日�～24日��
 
文化会館（７：00）－東部公民館（７：20）－南流山センター（７：40）
－江戸川台駅西口千葉銀行前（８：00）－スパリゾートハワイアン
ズ（入浴・昼食）―相馬ユートピア泊 
相馬ユートピア―相馬水産物直売センター－相馬野馬追い観
戦（桟敷席/弁当付）―流山 
20人（最少催行人員）※３人以上のご家族・グループの場合は、
１室ご利用になれます。ただし、申し込み状況により変更の場合
あり。２人１室をご希望の方は相談を 
７月１日�　※定員になり次第締め切り 
 ㈱流山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号） 

電話で東急観光柏支店（�７１６３－１６３１）へ 
コミュニティ課�７１５０－６０７６ 

　料金（税込み、1泊４食） 

項　　目 

�騒音 

�NO2

�SPM

��
日平均 
交通量 

若葉台 

時　間 32 126 17 47

西初石 東初石 青　田 

日 2（0） 5（0） 3（0） 4（0） 

有　無 無 無 無 無 

上　り 

47,483台 49,314台 96,797台 

下　り 合　計 

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超え
た時間�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppm
を超えた日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続
したことの有無 

常磐自動車道測定結果（平成15年３月） 

児童館ボランティア講習会（5・6月分） 
　児童館・センターの野外活動などで、ボラ
ンティア活動のできる方を募集します。詳細
は、各ブロックの児童館・センターに問い合
わせください。 
東ブロック 

南ブロック 
（　　　　　　　） 

（　　　　　 　） 

　※各ブロックの（　　）は児童館・センター名 

5/21�  オリエンテーション＆軽スポーツ 
6/18�  ストレッチとジャズダンス 
5/29�  オリエンテーション＆親睦ゲーム 
6/25�  救急法 

北ブロック 

（　　　　 　　　） 
5/28�  オリエンテーション、救急法 

6/14�  清水公園へ行こう 

向小金�7173-9320 
野々下�7145-9500

思井�7159-5666 
赤城�7158-4545

駒木台�7154-4821 
江戸川台�7154-3026 
十太夫�7154-5254



（７） 平成15年５月15日（木曜日） 第１０４２号
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※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

予
報
士
の
予
報
そ
の
ま
ま
春
疾
風

二
代
目
を
し
っ
か
り
育
て
河
豚
供
養

保
育
所
に
な
れ
て
道
草
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

持
ち
寄
り
て
舌
鼓
う
つ
花
筵

追
縋
る
子
を
し
か
と
抱
く
花
の
山

【
評
】
一
句
目
　
季
節
の
変
り
目
の
春
は
予
報
の
し
に
く
さ
が
あ
る
。
宇
宙
衛
星
の
観
測

で
精
度
の
高
い
予
報
が
可
能
と
な
り
、
ぴ
っ
た
り
嵌
ま
っ
た
景
と
な
っ
た
。
二
句
目
　
河

豚
の
調
理
に
は
免
許
が
必
要
。
人
間
の
命
に
係
わ
る
問
題
を
秘
す
。
そ
の
二
代
目
を
立
派

に
育
て
、
供
養
を
修
し
て
店
の
繁
栄
を
も
祈
願
し
た
情
景
で
あ
る
。
三
句
目
　
愛
ら
し
い

動
き
の
あ
る
句
で
あ
る
。
道
草
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
付
き
合
い
も
ぴ
っ
た
り
で
清
々
し
い

思
い
を
濃
く
す
る
。
四
句
目
　
花
見
の
饗
宴
の
形
で
あ
る
。
し
か
も
持
ち
寄
り
と
あ
れ
ば

各
々
自
慢
の
料
理
と
い
う
も
の
も
あ
る
は
ず
で
、
宴
も
盛
り
上
が
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
五
句
目
　
前
の
句
と
は
趣
を
異
に
し
た
句
柄
。
舌
頭
に
千
転
し
て
じ
わ
り
と
味
が
滲

ん
で
く
る
一
句
で
あ
る
。

東
　
初
　
石
　
鈴
木
美
津
子

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

早
打
ち
し
鼓
動
し
ず
ま
る
寝
ね
が
て
を
泡
立
つ
コ
ー
ラ
ー
ひ
と
息
に
飲
む

東
　
深
　
井
　
池
田
み
ち
よ

朝
あ
け
て
野
を
焼
く
人
ら
立
ち
働
く
炎
の
勢
い
い
や
増
し
に
け
り

野
　
々
　
下
　
富
山
　
　
弥

完
全
に
拭
き
し
つ
も
り
の
窓
ガ
ラ
ス
坐
り
て
見
れ
ば
そ
こ
こ
こ
曇
る

富
士
見
台

高
橋
　
レ
イ

【
評
】
池
田
氏
　
突
然
の
胸
の
高
鳴
り
、
動
悸
の
烈
し
さ
に
、
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
精

一
杯
の
心
身
の
状
態
が
一
首
を
貫
い
て
鮮
明
で
あ
る
。
四
、
五
句
の
泡
立
つ
コ
ー
ラ
ひ
と
息
に

飲
む
、
が
粟
立
つ
（
鳥
肌
に
な
る
）
と
い
う
比
喩
を
飲
ん
で
の
元
気
な
作
者
を
暗
示
さ
せ
て
お

り
、
達
者
な
作
者
の
人
間
像
で
あ
る
。
富
山
氏
　
新
草
を
よ
く
生
え
さ
せ
る
為
に
、
早
春
野
を

焼
く
風
景
が
力
強
い
息
吹
と
な
り
、
無
切
れ
、
一
直
線
で
、
伸
び
や
か
な
表
現
と
声
調
が
単
純

に
行
届
い
た
叙
景
歌
で
あ
る
。
高
橋
氏
　
行
動
的
な
作
者
が
上
、
下
句
に
対
象
的
に
表
出
さ
れ

て
い
る
、
内
容
と
表
現
の
二
つ
が
窓
ガ
ラ
ス
に
密
着
し
、
明
ら
か
な
状
態
が
視
覚
的
に
迫
っ
て

読
者
の
共
感
を
誘
う
。

飛
　
翔

西
初
石
　
山
田
　
良
光

目
抜
き
通
り
の

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー

剥
製
の
オ
オ
タ
カ
が
飾
ら
れ
て
い
た

飛
び
立
つ
寸
前
の
姿
勢
で

道
行
く
人
々
を
に
ら
み
込
ん
で
い
た

嵌
め
ら
れ
た
眼
球
の
ガ
ラ
ス
の
表
面
を

雲
が
写
っ
て
は
消
え
て
い
っ
た

あ
る
日
ひ
そ
か
に

飛
び
立
つ
決
意
を
す
る

骸
を
脱
ぎ
棄
て
た
そ
の
魂
は

か
つ
て
の
遙
か
な
渓
谷
を

翼
を
大
き
く
広
げ
て

ゆ
っ
く
り
降
下
す
る

記
憶
が
全
身
の
感
覚
に
甦
る

嘴
を
真
っ
直
ぐ
に

流
れ
る
雲
に
突
っ
込
ん
で

飛
翔
を
続
け
て
い
る

【評】内臓を抉り出され、群集の視線に曝されたオオタ
カ。彼はある日、衣服を破棄して飛び立つ。自然が育ん
だ生命体は必然的に文明に逆らい自然に還ろうとする。
地球の危機が叫ばれているが、文明に侵された人間同士
の醜い争いが正当化されようとしている今日、これはも
う人間の危機とさえ言えるのではないか。人類の叡智が
これから求められるが、われわれは自然から学び知るこ
とが多いのだ。今この瞬間を悦びに満ちて生きるため
に。

原
稿
は
直
接
選

者
へ
お
送
り
く

だ
さ
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
（
流
山

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主

催
）▽

日
程
＝
７
月
19
日
�
〜
21
日

�
（
２
泊
３
日
）
▽
場
所
＝
国
立

那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家
（
福
島

県
）
▽
対
象
＝
７
月
６
日
�
の
事

前
研
修
会
に
参
加
で
き
る
小
学
４

年
〜
中
学
３
年
生
▽
定
員
＝
男
女

各
30
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
１
１
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
キ
ャ
ン
プ

希
望
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

学
校
名
（
学
年
）、
性
別
、
電
話
番

号
、
保
護
者
の
氏
名
、
キ
ャ
ン
プ

で
何
を
し
た
い
か
を
明
記
し
、
６

月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役
所
青
少

年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

わ
く
わ
く
体
験
楽
校
（
流
山
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
南
部

地
区
主
催
）

▽
日
程
／
内
容
＝
①
６
月
22
日

�
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
②

９
月
／
江
戸
川
で
遊
ぼ
う
③
10
〜

11
月
／
護
身
術
を
学
ぼ
う
④
12
月

７
日
／
炭
焼
き
を
や
っ
て
み
よ
う

▽
対
象
＝
６
月
８
日
�
10
時
か
ら

南
流
山
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
事

前
説
明
会
と
①
〜
④
の
体
験
に
参

加
で
き
る
小
学
４
年
〜
中
学
３
年

生
▽
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
※
傷
害
保
険
料
の

負
担
あ
り
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

流
山
都
市
計
画
の
素
案
に
つ
い

て
の
公
聴
会

▽
日
時
＝
５
月
24
日
�
10
時
〜

▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝
「
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針
」、「
区
域
区
分
」
の

流
山
都
市
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

▽
傍
聴
の
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

流山市華道振興会北ブロック華展＝５月24日
�・25日�12時～16時（25日は9時～）、北部公民館。
入場無料□問岩井�７１５２－４７３１
写真展（写友「輝」主催、市教委後援）＝５月
24日�～6月１日�９時～21時、さわやかちば県民
プラザ（柏市）。入場無料□問小野�７１５９－２４
４１
倫理文化講演会（�倫理研究所主催、市教委後
援）＝５月25日�14時30分～16時10分、アミュゼ柏
（柏市）、テーマ「家庭づくり」の心得。参加費
1,000円□問東山�７１５４－０１７２
高齢者健康麻雀グループ＝５月27日�13時～17
時、南流山センター。参加費無料※申し込みは５月
24日までに□問高橋�７１５９－９３７６（日～木曜）
弓道初心者教室（流山市弓道連盟主催）＝５月
31日�～６月28日�14時～16時、流山北高校。参加
費3,000円□問福井�７１５４－３２２１
流山市華道振興会南ブロック華展＝５月31日�
～６月１日�10時～16時（６月１日は9時～）、文
化会館。入場無料□問根本�７１５８－３９７３
カヌー初心者講習会（流山カヌークラブ主

催）＝6月８日、７月13日の日曜いずれも９時３０
分～12時30分、市内江戸川。参加費3,000円□問長堀
�７１５２－５４８１
友愛セール（全国友の会松戸支部流山地区主

催）＝５月29日�10時30分～12時、初石公民館。入
場無料□問山形�７１４７－４６４４
第27回「春陽音楽会」（音楽サークルＨａｔｓｕ
主催）＝６月１日�13時～17時、初石公民館。入
場無料□問小平�７１５２－３４６８
第26回定期演奏会（流山フィルハーモニー交響
楽団主催）＝６月28日�18時（開演）～20時、文
化会館。入場料700円（前売り）□問同事務局・橘�
７１５８－３４１０
絵画の展示（四季の会主催）＝５月19日�～５
月25日�９時～15時、流山郵便局。入場無料□問大
久保�７１５２－５６７１
流山市初夏の俳句大会（流山市俳句協会主

催）＝５月31日�13時～17時、一茶双樹記念館。
参加費1,000円□問増山�７１５２－１８３７
第２回音楽療法講座（療育音楽元気にドレミ主
催）＝６月１日�13時～15時、流山市コミュ二テ
ィプラザ。入場無料□問菱沼�７１５９－４４２８

ヨーガ・足心道（ヨーガと足もみ健康法）＝毎
週水曜10時～12時、主に赤城福祉会館□問吉武�７
１５８－６８４６
赤城保存会（お囃子と里神楽）＝第２土曜18時
～21時、主に赤城福祉会館□問中村�７１５４－１
３６２
ストレッチ＆シェイプｕｐベリーダンス（スト
レッチとリズム体操）＝毎週火曜10時～11時30分、
初石公民館□問大塚�７１５３－０３９６
ＣＳＣバドミントンクラブ＝毎週土曜９時～12
時、市民総合体育館□問井上�７１４７－９３７１
たちばなクラブ（卓球）＝毎週火曜13時～16時、
第１・２金曜、第３・４木曜いずれも10時～13時、
市民総合体育館※女性対象□問橋川�７１５２－６
７０７
彩雅会（絵手紙）＝第２・４水曜13時30分～15
時30分、流山市コミュニティプラザ□問江隅�７１
５５－０２８７
日本画嘉の会＝第２・４金曜10時～12時、さわ
やかちば県民プラザ（柏市）□問印南�７１５２－
９１８２
カフェ・フランセ（フランス語初級学習）＝第
２・４水曜９時30分～11時、文化会館□問加賀谷�
７１５９－４１８８
コーラス「華の会」＝毎週月曜14時～16時、松
ケ丘自治会館□問鈴木�７１４３－１４６３
少林寺拳法流山同好会＝毎週火・木曜19時～21
時、八木北小学校□問石井�７１５４－３７０４
豊書道会＝毎週水曜９時30分～11時、第２コミ
ュニティホーム□問萩原�７１４５－７３４０
ゴスペルコーラス＝月２回金曜13時30分～15時30
分、北部公民館□問前原�７１５４－９９３７
南流山書道同好会＝第１・２水曜13時～15時30
分、南流山センター□問福島�７１５８－３２５０
流山かるた会（百人一首かるた）＝第１・３木
曜９時30分～12時30分、主に江戸川台福祉会館□問
高橋�７１５４－６９０８
NORTH R・F・C（ラグビー）＝第１・３日曜9
時～12時、江戸川河川敷グラウンド□問矢口�７１
５５－５６８３
彩友会（水彩画）＝第１・３水曜９時30分～12
時、さわやかちば県民プラザ（柏市）□問金子�７
１５２－４３３０
花の会（フラワーデザイン）＝月１回火曜10時
～11時30分、南流山センター□問岡本�７１５０－
００５４
ひまわり（フォークダンス）＝毎週水曜９時30
分～11時15分、東部公民館□問中村�７１７３－９
２２５
流山フィットネスクラブ連合会＝毎週火・水・
木・金曜９時30分～11時、市民総合体育館ほか□問
中村�７１５８－３３９３
中高年のためのエアロビクスサークル＝毎週木
曜13時30分～15時、流山市シルバー人材センター
□問本多�７１５４－６０４２
あじさい会（ヨーガ）＝毎週金曜9時～11時、東
部公民館□問石川�７１４５－１２６３
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「
は
じ
め
て
の
花
木
・
庭
木
」

船
越
亮
二
監
修
（
主
婦
の
友
社
）

百
四
十
五
種
類
の
花
木
や
庭
木

に
つ
い
て
、
植
え
付
け
の
方
法
や

時
期
、
施
肥
、
剪
定
方
法
、
病
害

虫
の
駆
除
な
ど
を
栽
培
カ
レ
ン
ダ

ー
付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
花
芽
の
つ
き
方
は
六
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
花
芽
を

つ
け
さ
せ
る
剪
定
方
法
を
紹
介
。

ま
た
、
木
に
合
っ
た
樹
形
の
仕
立

て
方
、
実
の
な
る
木
の
摘
花
・
摘

果
の
方
法
な
ど
、
す
ぐ
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
は
じ
め
て
の
花
づ
く
り
」
室

谷
優
二
監
修
（
主
婦
の
友
社
）

コ
ン
テ
ナ
や
小
さ
な
庭
に
お
勧

め
の
草
花
百
四
十
一
種
の
楽
し
み

方
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
美
し
い

写
真
入
り
で
紹
介
し
た
本
。
用
土

や
土
作
り
、
肥
料
や
薬
剤
の
説
明

の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か

せ
る
た
め
の
摘
芯
や
切
り
戻
し
の

方
法
も
解
説
。
さ
ら
に
、
多
年
草

の
花
後
の
株
の
掘
り
あ
げ
や
球
根

の
保
存
の
仕
方
な
ど
も
参
考
に
な

り
ま
す
。

さわやかな季
節。庭の草花や
花木のお手入れ
に役立つ本を紹
介します。

問い合わせ
市立図書館
�７１５９－
４６４６

会
場
へ
※
先
着
順
（
満
席
の
場
合

は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

□問
市
都
市
計
画
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
７
／
県
都
市
政
策
課
�

０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
６
１

子育てサロン「親子でわらべうたをうたおう！」▽日時＝５月30日�10時30分～12時▽場所＝文化会館▽定員＝15組（先着順）
▽参加費＝無料▽申し込み＝電話またはファックスで文化会館へ□問文化会館�７１５８－３４６２/�７１５８－３４４２

流山議会だより写真コンクール流山議会だより写真コンクール
作品応募の締め切り迫る！

このコンクールは、議会の活動状況を市民の皆さ
んに知ってもらうため、年４回発行している「流山
議会だより」の１面に掲載する写真を募集するもの
です。写真の技術は問いません。多くの傑作写真を
お待ちしています。
テ ー マ 市内の四季折々の風景・イベント・祭り

などを被写体としたもので、議会だより
の１面を飾る写真としてふさわしいもの
（平成14年６月以降に撮影した自作品で未
発表のもの）

応募資格 市内在住・在勤または在学の方
応募規格 カラープリントサービスサイズ（90㎜×

130㎜程度）※デジタルカメラで撮影した
ものは不可

締め切り 平成15年５月30日�必着
応募方法 市役所および各出張所・公民館等にある

応募票に、題名、住所、氏名、電話番号、
撮影場所、撮影日を記入し、応募作品の
裏面に張り〒２７０―０１９２流山市議
会事務局へ（１人３点まで応募可）

□問議会事務局�７１５０－６０９９

1歳になったら「はしか（麻しん）」の
予防接種を受けましょう！
春は、はしかの流行時期です。はしかは感

染力が強く、40度近い高熱と全身に出る発疹

が特徴の麻しんウイルスによる空気感染症で

す。肺炎や中耳炎などの合併症を起こしやす

く、まれに脳炎を起こすなど重症化しやすい

病気です。

日本では年間10～20万人も感染しますが、

アメリカでは100人程度です。この差は、予防

接種率がアメリカでは95パーセント以上と高

いのに対し、日本では2歳でも77パーセントと

低いためです。１歳から２歳にかけて感染す

るケースが多く、日本小児科医会では、『１歳

の誕生日にはしかワクチンのプレゼントを』

と１歳～１歳６カ月未満の接種を呼びかけて

います。まだ接種を受けていないお子さんは、

早めにはしかの予防接種（１歳～７歳６カ月

未満児は無料）を受けましょう。

□問保健センター�７１５４－０３３１

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３
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流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

地域の話題を 
おしえてください 

四
月
二
十
二
日
、
流
山
郵
便

局
で
、
映
画
「
千
と
千
尋
の
神

隠
し
」
の
主
題
歌
で
知
ら
れ
る

市
内
在
住
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

木
村
弓
さ
ん
が
、
一
日
郵
便
局

長
を
務
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

四
月
二
十
日
の
郵
政
記
念
日
に

ち
な
ん
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

木
村
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
郵

便
局
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
市

民
に
鉢
植
え
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
、
式
典
で
は
、
自
慢

の
歌
「
い
つ
も
何
度
で
も
」
を

披
露
す
る
な
ど
、
郵
便
局
長
と

し
て
忙
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

― 南流山小学校 ― 
第 13 回  

東
武
線
運
河
駅
を
下
り
、
県
道
の
運

河
橋
を
野
田
側
に
渡
る
。
渡
り
切
っ
た

所
は
利
根
運
河
の
北
側
だ
が
、
流
山
市

西
深
井
が
野
田
市
に
食
い
込
ん
だ
形
に

な
っ
て
い
る
。

か
の
尊
像
の
お
堂
と
、
ビ
リ
ケ
ン
像
一

つ
を
ま
つ
っ
た
。

時
が
た
ち
、
大
師
堂
は
荒
れ
て
管
理

が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
昭
和
四
十
五

年
二
月
に
尊
像
ほ
か
を
円
東
寺
に
、
一

旦
お
返
し
し
た
。
跡
に
ビ
リ
ケ
ン
像
だ

け
が
残
さ
れ
、
平
成
五
年
に
信
夫
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
た
あ
と
、
森
田
家
が
引

き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ビ
リ
ケ
ン
と
は
ア
メ
リ
カ
の
福
之
神

で
ア
メ
リ
カ
の
女
性
美
術
家
が
明
治
四

十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
に
、
夢
に
見

た
奇
怪
な
姿
を
創
作
し
て
美
術
展
に
出

品
し
評
判
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ビ
リ
ケ

ン
は
幸
運
を
招
く
神
と
し
て
世
界
中
に

ひ
ろ
が
っ
た
。
容
姿
は
写
真
の
よ
う
に

頭
が
と
が
り
、
眉
が
つ
り
上
が
っ
て
、

後
光
が
さ
し
て
い
る
三
頭
身
像
で
あ
る
。

菓
子
店
の
文
明
堂
が
明
治
四
十
三
年
に

等
身
大
の
ビ
リ
ケ
ン
像
を
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
取
り
寄
せ
店
頭
に
か
ざ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
、
森
田
繁
男
さ
ん

は
利
根
運
河
畔
に
ビ
リ
ケ
ン
像
を
建
立

さ
れ
た
。
千
葉
県
北
西
部
で
は
こ
の
像

一
基
の
み
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
文
・
写

真
／
流
山
市
立
博
物
館
友
の
会
　
相
原

正
義
）

故
森
田
信
夫
さ
ん
の
お
宅
は
信
号
に

近
い
運
河
水
辺
公
園
へ
の
曲
が
り
角
に

あ
る
。
森
田
家
の
入
口
脇
に
は
、
頭
の

大
き
い
裸
身
の
「
人
物
」
が
短
足
を
投

げ
だ
し
た
姿
の
石
像
が
鎮
座
（
ち
ん
ざ
）

し
て
い
る
。
台
石
に
は
横
文
字
で
、
か

す
か
に
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
と
あ
り
、

そ
の
下
に
福
之
神
と
あ
る
。

ビ
リ
ケ
ン
像
の
建
立
は
大
正
二
年

（
一
九
一
三
年
）
で
、
建
立
者
は
信
夫
さ

ん
の
祖
父
繁
男
さ
ん
で
あ
る
。
当
時
、

繁
男
さ
ん
は
利
根
運
河
会
社
支
配
人
で

あ
っ
た
。
大
正
二
年
に
、
自
ら
が
筆
頭

世
話
人
と
な
り
、
市
野
谷
の
円
東
寺
の

名
義
で
弘
法
大
師
の
尊
像
（
そ
ん
ぞ
う
）

八
十
八
体
の
お
堂
を
建
て
運
河
霊
場
を

開
設
し
た
。
繁
男
さ
ん
は
東
武
線
と
県

道
に
は
さ
ま
れ
た
東
京
理
科
大
学
入
口

の
土
手
を
寄
付
し
、
大
師
堂
と
い
く
つ

木
村
弓
さ
ん
が
　
日
郵
便
局
長

早
朝
か
ら
市
民
と
さ
わ
や
か
交
流

ビリケン像 
～アメリカの福之神～ 

Vol.2

利根運河畔に建立されたビリケン像

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

流山市合唱連盟が創立10周年記念事業
オリジナル合唱曲「みんなの歌」の歌詞を募集
市内12の合唱団が加盟する流

山市合唱連盟では、創立10周年
記念事業として、念願のオリジ
ナル合唱曲「みんなの歌」を創
ろうと、歌詞を広く募集するこ
とになりました。作曲は、合唱
曲における日本の第一人者松下
耕さんです。合唱連盟では、「子
どもたちの応募も期待。みんなで楽しく歌える歌、元気が出る歌、心安ら
ぐ歌を全国に広めたい…」と抱負を語ってくれました。（□問横山�７１５
９－３２４７）

駒
木
台
ホ
タ
ル
池
を
つ
く
る
会

約
5
0
0
匹
の
幼
虫
を
放
流

平
成
十
一
年
に
発
足
し
た

「
駒
木
台
ホ
タ
ル
池
を
つ
く

る
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
四
月

二
十
九
日
、
駒
木
台
調
整
池

に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
約

五
百
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
八
木
北
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、
紙
コ
ッ
プ
に
入
れ

た
幼
虫
を
静
か
に
池
に
放
ち

ま
し
た
。
会
長
の
前
川
利
夫

さ
ん
は
、「
夏
に
ホ
タ
ル
が

飛
ぶ
姿
を
見
つ
け
た
ら
、
皆

さ
ん
に
連
絡
し
ま
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」

と
や
さ
し
く
語
っ
て
い
ま
し

た
。

１

甦れ！ふるさとの小川 
　　　「めだかの会」を発足 
甦れ！ふるさとの小川 
　　　「めだかの会」を発足 

穏やかに晴れわたった4月
29日、今上落の富士橋付近で
ボランティアの人たちによる
川の清掃が行われました。加
岸自治会や消防分団など地元
の人たちを中心に約50人が集
まり「めだかの会」が結成さ
れ、小谷橋から樋門までのお
よそ1.5キロメートルを清掃
しました。このボランティア
活動は、今上落を昔ながらの

しじみや魚取りのできるきれいな川に戻すことを願って、
今後も定期的に行う予定です。


